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キリスト教信仰と科学の関係史 

─進化論を中心に─ 

 

＜内容＞ 

１．はじめに──関係史の全貌 

２．対立図式の歴史的背景 

３．対立図式を超えて 

４．まとめと展望 

 

＜ポイント＞ 

１．はじめに──関係史の全貌 

＜宗教と科学との関係史のアウトライン＞ 

 未分化／調和                         ／分離・分裂／対立／無関係／新たな関係へ 

      分化／区別（専門化）／緊張 

       古代                  中世      近代初頭  啓蒙・19 世紀 20 世紀 

 

０．「キリスト教と科学」の対立＝対立図式は、最近生じた問題である。 

日本には近代明治に、前史なしに、この対立図式が、いわば最新の近代的知識として、

持ち込まれた。 

 

２．対立図式の歴史的背景 

１．１９世紀の自然神学：生命現象という最後の砦 

  自然神学（デザインからの神の存在論証）は、１８世紀の啓蒙主義の登場にもかかわら 

ず、１９世紀の前半までは（ウィリアム・ペイリー）十分に説得性を保持していた。 

２．キリスト教的生命論：アリストテレスの生命論＋聖書の創造物語 

    ・種（形相）の不変性 

・「人間は何ものなのでしょう」（詩 8.5）→世界パノラマ内の人間の位置と物語 

                  ちっぽけな人間の存在の意味（創造の善性） 

３．ダーウィンの進化論は、生命の環境への適応についても─突然変異と自然淘汰（偶然 

と必然）との相互作用─、神なしに説明する可能性を提示した。ぺイリーに至る自然神 

学の伝統は一端大きな区切りに達した（＝終焉？）。しかし、現代宇宙論における「人 

間原理」をめぐる議論は、今なお継続中。 

４．19 世紀のダーウィンの進化論の登場→進化論論争、しかし、初期の論争は、科学も 

宗教がそれぞれの範囲を逸脱して行った感情的応答と言わねばならない。 

    ・19 世紀の進化論は十分に科学的か？ 

   イデオロギーとしての進化論、社会ダーウィニズム。 

    ・進化論は神の否定を帰結するとは限らない。第一次原因と第二次原因（直接的と間 

  接的）の区別を導入すれば、神の摂理（第一次原因）と進化論（第二次原因の理論） 

  とは、対立するを回避できる。→被造的な共同創造者としての人間 

５．対立図式の社会学的説明 

  ウィルバーフォース伝説（1860 年）の流布や、ドレイパー（『宗教と科学の闘争史』 

1874 年）、ホワイト（『科学と宗教との闘争』1896 年）の著書の出版。「科学と宗教の

対立図式」は 1880 年代以降の産物。19 世紀後半に、自立した専門家集団として登場し

つつあった専門科学者の集団とそれまで生物学をリードしてきた聖職者兼科学者の集団
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との間の、つまり二つの知的エリート集団間の闘争。学問・科学の専門化。 

６．進化論裁判・反進化論運動：創造論者あるいは原理主義 

７．キリスト教サイドでの対立論の代表は、「創世記の創造物語こそが真の科学である」 

とする創造科学論者である。その議論は次の三点に集約できる。 

        聖書の不可謬性（この点で、キリスト教原理主義に属するとも言える） 

    生物のすべての基本的類型（種）は神に創造されたものであり、不変。 

    世界規模の大洪水が実際に起こったこと（洪水地質学）。 

 

３．対立図式を超えて 

８．対立は必然的か？  
キリスト者は、科学、進化論なしに、現代文明を生きうるか？ 

９．科学的知識の相互連関性、進化論はそれだけで孤立しているわけではなく、生命に関 

 わる諸科学全体の中に位置し、それが進化論の信憑性を支えている。 

10．神学と科学との分離＝対立の原理的回避 →  無関係・無関心 

これは、日本の宗教状況に合致した（？） 

11．そのために採られたのが、意味と事実との区別──宗教は人間の生きる意味・価値に 

関わり、科学は事実に関わる──、あるいは客観的真理と主体的真理（キルケゴール） 

の区別という論理である。たとえば、ブルトマンの聖書の非神話化、あるいは実存論解 

釈はその典型である。 

12．世界観と信仰との分離。キリスト教信仰の真理はときどきの世界観には左右されない。 

近代以降、世界観は科学の事柄である。 

 

４．まとめと展望 

13．1970 年代以降、思想的状況は大きく変化した。 

人類が共通に直面する危機。宗教者も科学者も同じ大問題に直面している。 

    ↓ 

対話の必要性の確認、対話の模索。 

14．区別の上にたった相互関係の確認。 

    先に述べた意味・価値と事実の区別は重要であるが、しかし、事実に基づかない価値 

 はない。 

15．例えば、環境危機。危機への技術的対応＋感性の変革。科学技術の両義性。 

16．21 世紀の宗教と科学の関係はどうなるか。対立／分離・無関係／対話 
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